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アドバイザ資格は、TPC/IPなどの

基本から、VoIPの原理や使用され

るプロトコルの知識、そして、

VoIP機器の特徴や機能までが出題

範囲に含まれています。この出題範

囲を知った時、「音声を知っていな

いと取得できないな」と思いました。

その一方で、私は音声系ソリューシ

ョンを長く取り扱ってきましたが、

自分の実力を試すには「最適な資格

だな」とも思いました。

―IPTPCでは、各資格に対応したト

レーニングコースが用意されていま

すが、受講はされましたか。

寺林 今回の資格取得に対しては、

「現在の自分の実力を試したい」と

の思いが強くありましたので、トレ

ーニングは何も受講しませんでし

た。VoIPアドバイザ資格は、VoIP

製品を的確に紹介できる営業力を認

定する資格ですので、私がこれまで

培ってきた知識をもとに取得するこ

とができたのだと思います。しかし、

ネットワーク設計におけるSE力を

寺林 2004年の６月です。以前から

この資格制度があることは知ってい

ましたが、実際に受験したのは、つ

い最近です。その理由として、最近

の業務の中で、IP-PBXやIPセント

レックスなどのVoIP技術に関連した

案件が多くなってきたことがあげら

れます。このような業務に取り組む

中で、「確かVoIP技術者を認定する

資格制度があったな」と、この資格

制度のことを思い出し、認定制度の

内容や受験方法、受験に必要な知識

などを調べ始めました。

―いろいろと調べられた中で、この

認定制度にどのような印象を持たれ

ましたか。

寺林 「音声から IPまで、これほ

ど広範囲の内容を認定する資格は、

他にはないな」と思いました。従

来の認定資格制度では、製品に特

化したものが多く、また IPに比重

を置いて、音声の基本技術などに

はあまり触れていないものもあり

ます。しかし、私が取得したVoIP

―はじめに、VoIP認定技術者資格を

取得された目的についてお話してい

ただけますか。

寺林 私は音声系ソリューション

を中心とした業務を長年にわたり取

り組んできました。そこで、IP電

話の中核技術であるVoIP技術に対

して、自分がどの程度の知識、技術

を持っているのか、自分の実力を試

してみる思いで、VoIP認定技術者

資格制度の中のVoIPアドバイザ資

格を受験しました。また今後、音声

系ソリューションに関連した業務に

取り組むにあたり、その再スタート

のきっかけとして、同資格の取得を

捉えていたところもあります。

―いつ受験をされたのですか。

【VoIPアドバイザ資格】

沖電気とNECが共同で運営しているIP電話普及センタ（IPTPC：IP Telephony Promotion
Center）では、IP電話普及促進活動の一環として「VoIP認定技術者資格制度」を核とした教
育サービスを提供している。
2002年11月から開始されたVoIP認定技術者資格制度は、2004年4月には資格取得者が2,000
人を超え、VoIP／IP電話関連教育における業界標準としての地位を確立しつつある。
ここでは、同資格制度の取得者の方に、資格取得の目的や実際の業務での活用などについてお
聞きした。
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認定するVoIPデザイナ資格や、障

害調査や施工・運用技術を認定する

VoIPコンストラクタ資格を取得す

る際には、その内容に沿ったトレー

ニングを受講しなければ取得できな

いと思います。

―取得された資格を現在の業務でど

のように活用されていますか。

寺林 現在は、音声系を中心とし

た社内ネットワークの構築と保守・

運用業務に取り組んでいます。この

ような業務を行う上で、今回の資格

取得は、お客様との信頼関係を形成

するのに大いに役立っています。例

えば、お客様と名刺を交換した際に、

私の名刺に付いている資格取得のロ

ゴマークについて質問されることが

多々あります。そこで「このロゴマ

ークは…」と説明するのですが、こ

のようなことがなかった取得前の時

と比べると、その後の提案等に対す

るお客様の反応が大きく違います。

やはり、専門の技術者の“声”には、

快く耳を傾けてくれますね。

―はじめに、現在担当されている業

務についてお話してください。

永野 現在、私はネットワークシ

ステム事業本部ネットワークエンジ

ニアリング事業部に所属しています

が、2004年 7月までは、NTT事業

本部ブロードバンドシステム事業部

に所属していました。このブロード

バンド事業部は、通信キャリアを対

象としたネットワーク系ノードの通

信設備工事等が主業務となっていま

した。しかし、昨今の携帯電話の普

及や IP化に伴い、既存ノードの設

備工事のニーズが少なくなってきま

した。そこで、私が所属していた部

門では、エンドユーザー向けの新規

事業として、IP電話に関連したビ

ジネスへの取組みを開始しました。

当社では、既に他の事業部で IP電

話事業が展開されていましたが、私

の部門が取り組んでいた活動は、当

社の事業拡大プランに基づいた起業

活動の一環として進めていたもので

す。その後、2004年8月に現在の部

署に異動しましたが、IP電話ビジ

ネスの拡大に向けた取組みは、現部

署でも継続して行っています。

―VoIP認定技術者資格を取得された

きっかけについてお話してください。

永野 VoIP認定技術者資格の取得

を検討し始めたのは、ブロードバン

ドシステム事業部での活動を開始し

た2003年5月頃からです。同事業部

はネットワーク系のノードの通信設

備工事が業務の中心でしたので、ビ

ジネス拡大に向けた IP電話の技術

やノウハウを習得するために、

VoIP技術に定評のある沖電気様と

ビジネスパートナー契約を結びまし

た。同時に、IPTPCが主催してい

るVoIP教育プログラムを知り、他

のメンバーと同資格の取得に向けて
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IP電話普及推進センタ「VoIP認定技術者資格制度」

【VoIPデザイナ資格】
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IP電話普及推進センタによるVoIP認定
技術者資格の取得者数が2004年4月に
2,000人を突破。2004年9月には3,000
人を突破する見込み。
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ンもあがりました。VoIP技術者の

ニーズは、今後も高まると思います

が、ひと言でVoIP技術者といって

も、その内容は、既存電話交換機技

術からLAN・ネットワーク技術ま

で幅広く、奥の深い技術・知識が要

求されます。VoIP技術者として、

お客様のニーズに応えられる技術・

知識を身に付けているのか、この

VoIP認定技術者資格の取得をきっ

かけに、現在の自分に必要な技術・

知識を知ることができました。

―現在、VoIP認定技術者資格の取得

を検討されている方に向けて、アド

バイスをいただけますか。

永野 今後、映像通信やユビキタス

環境への対応ニーズが高まる中で、

情報通信技術の変化に対応した技術

取得方法として、このVoIP認定技術

者資格制度があげられます。特に既

存の電話交換技術やLAN・ネットワ

ーク技術などの資格を取得している

技術者にとっては、自身のスキルア

ップに貢献してくれると思います。

動き出しました。そして、各資格の

内容に応じた ITPTCのトレーニン

グを受講した後、2003年11月に資

格を取得しました。私が取得対象と

した資格は、ネットワーク設計

VoIPデザイナのOKIコースです。

現在（2004年8月末）当社では、私

を含めてVoIPアドバイザ資格取得

者が 7名、VoIPデザイナ資格取得

者が3名います。

―取得された資格を現在の業務でど

のように役立てていますか。

永野 主に IP電話導入プランの作

成や提案営業活動の場で、資格取得

の際に学んだVoIPシステムを設計

するために必要な知識や各種VoIP

製品の特徴や用途に関した知識が役

立っています。VoIP技術とは、も

ともと目に見えない技術です。それ

をアピールするためには、誰にでも

証明することができる“資格”を取

得することがベストだと思います。

また、資格を取得することで、

VoIP技術者としてのモチベーショ
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ューアル。

IP電話普及推進センタ「VoIP認定技術者資格制度」


